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楼  F司   Romon‐ Cate

目 もあ ざや か な朱 塗の楼 門 は最 も壮 麗 で あ る。掲 額 は世 界的 に名将 の誉 あ る東郷 平

八郎 元 帥 の筆 で あ る。楼 門右前 には 責 門桜 といわれ て い る水 戸光 囲御 手植 の桜 が あ

る。 尚本 間は元禄 13年 の建 造 (重 要 文化財 )であ る .

国
宝

　

海

獣
葡

萄

鏡

　

一
面

直
径

二
十

九

　

四
糎

、

中
國

隋

時

代

の
作

品

で

、
奈

良

正
倉

院

御

物

及

び
四
国

大

山
祗

神

社

の
神

鏡

と
を

合

せ

て

日
本

三
名

鏡

と
称

す

る

が
そ

の
随

一
。

鏡

裏

の
内

区

に
八
頭

の
規

海

馬

と

十

二
頭

の

子
海

馬

の
戯

れ

る

一
状

を

萄

萄
唐

車

の
上

に
配

し

、

外

区

に

は
葡

萄
唐

草

の
上

に
難

雉
鹿

朱

雀

の
雌
雄

を

配

し

て

い
る
。

香

取

神

宮

御

由

緒

鎮

座

地

　

千

葉

県

香

取

市

香

取

御

祭

神

　

経

津

主

大

神

＾
７
ツ
ヌ

′
ノ
オ
オ
な

０

（
又

の
御

名

伊

波

比

主

命

＾
イ

ハ
ト
，

ノ
イ

３ヽ

１
こ

御

事

歴

　

人
神

は
天

照

大

御

神

の
御

神

意

を

奉

し

て

、
鹿

島

の
大

神

と
共

に
出

雲

国

の
大

国

主

命

と
御

交

渉

の
結

果

、
円

満

裡

に
国

土

を

皇

孫

に
棒

げ
奉

ら

し

め

、
更

に
国

内

を

御
幸

し

て
荒

振

る
神

々
を

御

平

定

さ

れ

、

日
本

建

国

の
基

を
御

築

き

に

な

り

、
又
束

国

開

拓

の
大

業

を
完

遂

せ

ら

れ

て

、
平

和

国

家

の
建

設

と

民

生

の
安

定

福

祉

に
偉

大

な

る
御

神

成

を

顕

わ

さ

れ

た
。

御

神

徳

　

古

米

国

家

鎮

護

の
神

と
し

て
阜

室

の
御

崇

敬

最

も

篤

く

、
特

に

「
神

官

」

の
御

称

号

を

以

て
奉

祀

さ

れ

、
名

神

大

社

と
し

て
下

総

国

の

一
の
宮

で
あ

る
。

明

治

以

後

の
社

格

制

で
は
官

幣

大

社

に
列

せ

ら

れ

、

そ

の
後
勅

祭

社

に
治
定

せ

ら

れ

て
今

日

に
至

っ
て

い
る
。

奈

良

の
春

日
大

社

、
宮

城

の
盟
竃

神

社

を

始

め

と
し

て
、
香

取

大

神

を

御

祭

神

と
す

る
神

社

は
全

国

各

地

に
及

ん

で
お

り

、

普

か

ら

の
伊
勢

の
上

参

宮

に
対

し

下

参
宮

と

云

わ

れ

、
広

く
上

下

の
尊

崇

を

あ

つ
め

て
居

る

。
又

、
一
般

か
ら

は
産

業

（農

業

商

工
業

）
指
導

の
神

、
海

上
守

護

の
神

或

は

心

願

成

就

、

縁

結

、
安

産

の
神

と
し

て
深

く

信

仰

さ

れ

て

い
る

。
尚

そ

の
武
徳

は
平

和

、
外

交

の
祖

神

と
敬

わ

れ

、
勝

運

の
神

、
交

通
安

全

の
神

、
災

難

除

け

の
神

と
し

て
有

名

で
あ

る
。

御

社

殿

　

宮

柱

の
創

建

は
神

武

天

皇

御
宇

十

八

年

な

る
由

香

取

古

文

書

に
記

さ

れ

て

い
る
。

去

る
昭

和

三

十

三
年

四

月

御

鎮

座

二

千

六

百

年

祭

が
盛

儀

を

以

っ
て
斎

行

せ

ら

れ

た
。

古

く

は
伊

勢

神

宮

と

同
様

式

年

御

造

営

の
制

度

に
よ

り

、
御

本

殿

を

二
十

年
毎

に
造

替

さ

れ

た

の

で
あ

る

が
現

在

の
御

社
殿

（
本

殿

　

楼

門
　
祈

碍

殿

）
は
元

禄

十

三
年

（
西
暦

一
七

〇

〇

年

）
徳

川

綱

吉

の
造

営

に
依

る
も

の
で
あ

る
。

昭

和

十

五

年
国

費

に
よ

り

拝

殿

の
改

築

と

共

に
御

本

殿

以

下
各

社
殿

を

御

修

営

し

、

そ

の
後

昭

和

二

十

二
年

か

ら

二
年

の
歳

月

を

懸

け

て
御

屋

根

葺
替

・
漆

塗

替

が
行

わ

れ

た
。

構

造

は
本

殿

（
重

要

文

化

財

）
、
中

殿

、

拝
殿

相

連

れ

る
所

調

権

現

造

で
あ

る
。

境

　

内

　

香

取

の
神

域

は
大

槻

郷
亀

甲

山

と
呼

ば

れ
県

の
天

然

記

念

物

に
指

定

さ

れ

、
そ

の
面

積

は

一
三

二

、
〇

〇

〇
平

方

米

（約

二

万

七

千
余

坪

）

で
他

に
境

外

社
有

地

が
あ

る
。

神

域

内

は
老

杉

絆

蒼

と
し

て
森

厳

の
気

自

ら
襟

を

正
さ

し

め

る
。

重
文

　

古
瀬

戸

責

和

狛

大

　

一
対

南

北
朝

時

代

の
作

品

。

古

瀬

戸

の
狛

大

と

し

て

は
優

秀

の
作

で
あ

る
。

５
●
■
．

県

文

　

源

頼

朝

公

寄

進

状

表
紙
題

字
　
東

郷
平

八
郎
元

帥
筆
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神  殿  Shinden`Worship Ha■ )

官柱 の創
71は
神 武 天 皇 18年 な る由古 文書 に記

13■ ltt T・ l古 公 の 411造 営 で あ る。

'=|■■

され てい るが 、現 在の御 本殴 は 元禄

一¨．一一一
一
一
一．．

一́

拝 殴 は昭和 15111祠 FrFを もって改築せ られ た槍 皮 1年屋根 、黒
'お
li ttjと りの典 雅 なネt殴

で ノ)る 。 その 長川'卜 には極 彩 色
の墓 股 が ノ)り 、禽獣 花 鳥の彫 刻が その黒 塗の社殿 に

渾然 と調 和 して賽 者の′し、気 をおの ずか ら改 ま らせ る。 又 その脇 に は樹 令約 1,000■ 1

と称せ らオしる市長廻 り約 10m余 りの御 神 本が あ る。

朱 塗 の大 鳥居

香取神 宮参 道 I■ 1に あ る第二 の鳥 居 で ノ)る 。 鳥居 の朱 と同円 の 老杉 の緑 とが良 く調
和 して 、神域 の 人 口にス、さわ しい美観 を

1::し てお ります。

二ふ
員

紳

奮



聖 皇 舒 神

武 極
明 武 年

::3言
号

四 三
二 人

年 月 年 年

弘延治

承

五

年

二

人

一

文

水

八

年

三

七

一

観

応

三

年

七

月

十

二

日

　

一
二
五

二

応

安

七

年

一
一
月

十

日

　

一
〓
一七
四

天

正

十

八

年

五

月

　

一
五

九
〇

慶 天 天

正

長 正 十

十二輩
二 十 十

貞

享

元

年

二

天

保

五

年

二

月

一
人

三
四

嘉

永

エハ

年

十

　
一　

月

　

一
八
五

三

安

　
政
　
一九
　
年

　
一二
　

月

　

一
八
五

四

文

　

　

久

　

　

一
一
　

　

年

　

一
八
六

二

明

治

元

年

十

一
一
月

■ヽ
′
日

　

一
人

六

八

明

治

四

年

五

月

十

四

日

　

一
人

七

一

明
治

四

年

十

一
月

十

五

日

　

一
人

七

一

明
　
治
　
五
　
年

　

一
一　

月

　

一
八
七

二

明
　
治

　
五
　
年

　
八
　

月

　

一
八
七

二

昭

和

十

七

年

一

月

昭
和

二
十

六
年

十

一
月

一
日

昭

和

二

十

九

年

四

月

昭

和

三

十

二

年

四

月

昭

和

四

十

年

十

一
月

一
九
四

二
　

勅
祭

社
御

治
定

。

以
後

昭
和

二
十

二
年

ま

で
毎

年

勅
使

参
向

。

一
九
五

一
　

貞

明
皇

后
御
遺

品

銅
製

寿
聖

愛
亀

置
物
御

奉

納

。

一
九
五

四
　

戦
後

初

の
式

年
神
幸

祭
勅

使

参
向

。

一
九
五

八
　

御
鎮

座

二
千
六

百
年
祭

。
岸

絶

理
大

臣
大

刀

（
備
前

利

恒
銘

）

一
口
奉

納

。

一
九

六
五
　

楼

間

、
宝
物
殿

、
神

鰈
殿

、
手
水
合

線
門

鋼
板

に
よ

る
屋

根
替
完

了

。

一
九

六
六
　

式

年
神
幸
薫

。
勅

使
参
‐向

。

一
九
七

三
　
天
皇

・
皇

后

両
陛

下
御
親

拝
。

一
九

七

三
　
昭
和

天
皇

・
皇

大

后

両
陛

下
御
親

拝
。

昭 昭  明

和
和
:

十1苗
五八重
年月 月

九 九  九
四 二  一
〇 九  一

昭 昭 HZ・

和 和 れ

四 四 匹

十 十 十

八 八 ―

年 年 年

十 十 四

月 月 月

「軍艦 秀取」 記 念切 手

香
取
神
宮
略
年
表

西

　
暦

ュハ
一一一
一

六
四

三

七

三

二

人
〇

一

仁
　

一二
　

年
　

エハ
　

月
　
　

八

一
二

衡

　
一二
　
年

　

一
一　

月

　
　
八

五
六

童
口
　

　

五

　

　

年

　
　

九
〇

五

承

　

　

年

　

　

間

　

一
〇
四
六

事

　
　

　
　

　
　

　
　

項

社

殿
創

立

。
（
正
和

五
年

香
取

古

文
書

）

は
じ

め

て
神
領

地
を
定

む
。
（
絶

國
風

土
記

）

勅

使

奉
幣

。
（
類
衆

回
史

）

天

下
大
早

天
祈

雨

、
社
号
を

改

め
神

宮

号

と
す

る
。

坂
上

田
村

麻

呂
参
拝

。

こ
の
年
征

夷

大
将

軍

に
任

ぜ
ら

る
。

陸
奥

地
方
平

定

の
際

参

拝

し

た
と
思

わ

れ

る
。

御

社
殿
造

替

。
（
日
本

後
紀

）
二
十
年

ご
と

に
爾

後
改

め

て

つ
く

る
。

神

階

正

一
位
勲

一
等

。
勅

使

小
山
中

鳥

麻

昌
差
遣

。

延
喜
式
制

定

さ

る
。

延
喜
式

神
名

帳

下
絶

國
香
取

神
宮
名

神

大

月
次
新
嘗

と
あ

り
当

時

伊
勢

の
皇

大
神
官

の
外

に
神
官

の
称

号

は
香
取

、
鹿
島

の
み

で
あ

っ
た
。
更

に
香

取

郡
を
神

郡

と
な
し

二
十
年

に

一
度

の
式

年

遷
官

の
制

を
定

め
ら
る
。

源
頼
義

参

拝
。

天

下
泰
平

社
頭
繁

栄

子
孫

長
久

を
祈

っ
た
と

い
わ
れ
る
。
三
本

杉

現
存

。

源
頼
朝

神

領
寄

進

、
下
福

田
郷
。
古

文
書

現
存

。

亀

山

天
皇
蒙

古
来
寇

に
際

し
国
家

安

穏

祈

願

。
神

号

額
御
奉

納

。

足

利

尊
氏
御

判
御

教
書

。
香

取

古
文
書

に

よ

る
下

絶

國
大
頭

郷
寄
進

。

室

町
膊

軍
教
書

。
（
香
取

古
文
書

）
御

社
殿

御

造
営

の
事

。

浅

野
長

政
禁
制

状

。
神
領

地

と
し

て
下

線

國
香

取

十

二

ヶ
村

同
大

戸

六

ヶ
村

云

々
と

あ

る
。

（
香
取

古
文
書

）

徳

川
家

康

神

領

地

千
石
寄

進

。

大
久

保
長

安

禁
制

。
（
香
取

古

文
書

）

御

社
殿
御

造
営

。
元
亀

二
年

よ

り
中

間

三

十
七
年

徳

川
執

政

の
は
じ

め
。

水

戸
光

□
参
拝

。
桜

御

手
植

（
楼

門
前

に

黄

門
桜

あ

り

）

御

社
殿
御
造

替

、
五
代

将

軍
綱
吉

、

そ

れ

以
後

昭
和

十

二
年

ま

で
二
百

三
十

九
年

間

大

造
営

は
な
し

。

水

戸
斉

昭
参

拝

。
「
恵

み
あ

る
風

に
し

ら
れ

て

い
ち
ぢ

る
し
香

取

の
官

の
花

の
盛

は
」

と
黄

門
桜

を

よ

ん

だ
。

孝

明
天
皇

米
船

浦
賀

に
渡
来

に

つ
き

退
散

祈
藤

仰

せ

つ
け

ら

れ

る
。

右

祈
議

、
正
、
五

、
九

の
■
一回
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。

孝

明
天
皇

米

三
十

石
御

奉
納

。

勅
使

参

向

。
御
太

刀

（
藤

原
清
光

作

〓

口
御

馬
代

黄
金

二
枚

、関
東
奥

羽
鎮
定

御
報

費

。

官
幣

大

社
列
格

。

大
嘗

祭

班
幣

使
。

祈
年

祭

奉
幣

使

。

宣

命
使

参
向

。
自

今
例
祭

お

よ

び
祈
年
新

嘗

の
三
祭

は
地
方

長
官

を

以

て
奉
幣

使

と

し

て
参
向

せ
し

む
。

大

正
天
皇

御
参

拝

。
松

を

お
手
植

、
楼

門

内

に
あ

り
。

拝

殿
御

屋

根
替

。

神
紙

院
直

轄

に
て
御

社
殿

以

下
建
造
物

大

改
修

工
事

。

一
月

　

一
五

九

一

年

　

一
五
九

二

年

　

一
六
〇

七

月

　

一
六

八

四

年

　

一
七
〇

〇

平 平 平 平 平 昭 昭 昭 昭

[]]lll::]

[[[1[[i三 1
月 月 月 月 月 月 月 月 年

香

取

神

宮

の

歳

旦
祭

　

一
月

一
日
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

新
書

祭

　

十

一
月

二
十

三
日

年

の
始

め

に
あ

た

っ
て
皇

室

の
安

泰

と
氏

子
崇

敬
者

を
始

め
　

　

　

天
皇

が
今

年

の
新

穀

を
き

こ
し

召
さ

れ
る

に

つ
い
て
皇
祖

を

国

民

の
繁

栄

と
を
祈

る
祭

り

で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始

め
諸
神

に
御

供
進
遊

ば
さ

れ

る

の
で
あ

る

が
、
当
官

に
お

節

分
祭

　

一
一
月
節

分

日
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

い
て
も
新

穀

を
奉

納

「
秋

の
か

と
り
ま
ち
」

と
し

て
報
恩
感

年

男
多

数

参

列

し

て
盛

大

に
行

な

わ

れ

る
招
福

追

雌

の
儀
式

　

　

　

謝

の
誠
を
棒

げ

る
大
祭

で
あ

る
。

で
鳴

弦

の
儀

、
神

人

の
追

催
舞

な

ど
奉

せ
ら

れ
、
福

銭
福

品

　

　

　

大
饗

祭

　
十

一
月

二
十

日
夜

の
授
与

が
あ

る
。

祈

年
祭

　

一
一
月

十

七

日

一
年

の
五
穀

豊

穣

を

祈

っ
て
行

な

わ
れ

る
大
祭

で
あ

る
。

御

田
植
祭

　

四
月

第

一
土

曜

。
日
曜

日

一
般

に

「
か
と

り
ま
ち

」

と
云

わ
れ
風
水
害

も
な

く
無
事

に

日
植
も

終

え
秋

の
豊

穣

な

ら

ん
を

祈
る

お
祭

で
、
耕

田
式

田

植
式

と
八
人

の
稚

児

が
早

乙
女

を
奉

仕

し

、

日
舞

な

ど
奏

せ

ら

れ
華

や

か
な
特

殊
神

事

と
し

て
二
日
間

土

・
日

に
亘

っ
て

行
な

わ
れ

る

が
、
苗
本

市

な

ど
が
開

か
れ

、
年
中

最
大

の
殷

大
祭
中

最
重

要

な
祭

儀

で
、
皇

室

よ

り
御
幣

物

の
御
奉
納

が

あ

り
、
天
皇

の

弥
栄

と
氏

子
崇

敬
者

始

め
国

民

の
福

祉

を
祈

っ
て
厳
粛

に
行

な

わ
れ

る
。

神
幸
祭

　

四
月
十

五
日

桜

花
咲
き
競
う

頃
御

神

興

を
中

心

に
旧
八
ヵ
町
村

氏
子

が
供

奉

し

て
盛
大

に
行

な

わ
れ

る
。
特

に
午

年

十

二
年
毎

の
式

年

大
祭

の
豪

華

絢
欄

さ

は
全

国
祭

事
中

の
圧
巻

で
あ

る
。

新

飯
神
事

　
十
月

十

七

日

新
穀

を
赤

飯

に
炊

い
て
奉
納

し
神

賑

に
青

年
力

士

の
奉
納

大

相
撲

が
あ

る
。

県
文
　
神
号
額

　

一
　

面

額
面
に

「
正
壱
位
勲

一
等
香
取
大
明
神
」
と
あ
る
。

檜
板
製
で
社
伝
に
よ
れ
ば
、
亀
山
上
皇
寝
筆
と
称
す

る
が
、
そ
の
他
は
詳
か
に
知
り
得
な

い
。
文
永
八
年

蒙
古
来
寇

の
折
、
国
家
安
穏
祈
願
の
為
奉
納
さ
れ
た

勅
額
と
伝
え
る
。

古
式

床

し

い
当
宮

独
特

の
新

穀

感

謝

の
神
事

で
数

々
の
神

餞

は
珍

ら
し

い
熟

餞

を

以

っ
て
し

、
大
和
舞

の
奉
奏

が
行

な
わ

れ

旧
社
家

の
人

々
も
奉

仕

し

て
簿

火

に
映

え

る
祭

儀

は
典
雅

荘
重

を
極

め
る
。

賀

コ
祭

　
十

二
月

一
日
夜

古
神
事

の

一
つ
で
大

饗
祭

の
終
了

を

お
祝

い
す

る
厳
粛

な

お

祭

り

で
あ

る
。

内
陣

神

楽

　
十

二
月

四
日
夜

年
中

五
箇
度

御
扉

開

の
終

の
祭

儀

で
宮

司
以
下
神

職

の
み
奉

八
石
八
斗
団

子
祭

と
も
言

わ

れ
新

穀

で
団

子
を

つ
く

り
奉

納

す

る
五
穀

成
熟
感

謝

の
お
祭

り

で
あ

る
。
年
中
祭

典
中
神

酒

の
奉

献

が
な

い
珍

ら
し

い
神
事

で
比
売

（
ヒ
メ
）
神

慰
労

の
お

祭

り

と
も
言

わ
れ

る
。

月

次
祭
　
毎

月

一
・
十

四
日

月

の
始

め
と
祭
神

縁

り

の
日

（
四
月
十

四

日
例
祭

）
に
そ

の

月

の
平
安

と
繁

栄

を
祈

る
祭

儀

で
あ

る
。

県

文

　

神

　

口，
　

額

柄

鏡

で
大

形

品

、
背

面

は
砂

目

地

に

神

号

と
奉

納

銘

が
陽

鋳

さ

れ

て

お

り

最

初

か

ら
奉

納

鏡

と

し

て
作

製

さ

れ

た
も

の
で

、

元

禄

八

乙
亥

歳

九

月

吉

日
と

刻

さ

れ

て

い
る

。

「
軍
艦

香

取

」

紋

章

賑
を
極

め
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

仕
し

て
厳
粛

の
裡

に
行

な

わ
れ

る
。

例
　
祭

　

四
月
十

四
日
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

団
碁
祭

　
十

二
月

七

日
夜

一
九

七

七
　

御
本

殿

重

文
指
定
。

一　

一
九

七

七
　

御
本

殿

遷
座

祭

　

奉
幣

祭
　

勅
使

参

向
。

一　

一
九

七
八
　

式

年
神

幸
祭

　

勅
使

参

向
．

一　

一
九
八

三
　

楼

門
重

文
指
定
。

一
九
九

〇
　

式

年
神

幸
祭

・
勅
使

参
向
。

一
九
九

二
　

今
上

陛

下

・
皇

后
陛

下
御
親

拝
。

二
〇
〇

〇
　

香
雲

閣
登

録
有

形

文
化

財
指
定
。

二
〇
〇

一
　

拝

殿

・
幣

殿

・
神

餞
所
登

録
有

形
文

化
財

指
定
。

二
〇
〇

二
　

式

年
神

幸
祭

　

勅

使
参

向
。

主

な

祭

典



御

田
植

祭

　

早

乙

女

手

代

の
田
植

神

　
幸

　

祭

　

四

月

十

五

日

大

　

型

　
祭

　

十

一
月

二

十

日


